
AIアプリの内容 発病ポテンシャル評価結果の提示

AIがどの程度の確信度で

結果を導き出しているか
を★の数で表示

レベル1は発病のしやすさ
の程度が低い
（レベル3は発病のしやす
さの程度が高い）



AIアプリの内容 対策技術の提案
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–ドロップダウンリストから
生産者のケースを選択

優先したいケース

ケースを選択してください

圃場衛生

農機具の洗浄
機械作業手順の遵守
罹病株の圃場外への持ち出し
収穫残渣の片付け

薬剤施用

育苗セルトレイ薬剤灌注
定植前土壌混和

作付け計画の見直し

優先したいケース

通常の収量確保を優先

ドロップダウンリストの選
択肢
ケース1「通常の収量確保を

優先」
ケース2「増収増益を優先」
ケース3「高付加価値化を

優先」
ケース4「持続的な栽培を

優先」

対策・防除技術の提案
初期表示画面

ケース選択後の表示画面



AIアプリの内容 病害写真の表示／コメント機能

•アプリから、デバイスの
カメラで撮影可能
–デバイス内に保存されてい
る写真をアップすることが
可能

•写真は圃場に紐づけ可能

•写真が持つ位置情報によ
りマッピング可能

•写真にコメントを付与で
きる
–利用グループ内でコメント
のやり取りも可能

生産者Ａ氏

指導員Ｂ



AIアプリの内容 フォローアップ機能

農業関係者へのヒヤリングに基づき生産者を類

型化しました

圃場衛生

農機具の洗浄
機械作業手順の遵守
罹病株の圃場外への持ち出し
収穫残渣の片付け

薬剤施用

育苗セルトレイ薬剤灌注
定植前土壌混和

作付け計画の見直し

発病株率・実施した対策

発病株率：24%

実施した対策・防除技術

「実施した対策」入力後の表示

発病株率・対策入力

発病株率

実施した対策・防除技術

□ 圃場衛生

□ 土壌pHの矯正

□ 土壌消毒

□ 薬剤施用

□ 排水性改善

□ 耐病性品種の導入

□ 土壌改良

□ 輪作の実施

□ 作期の変更

□ 作付け計画の見直し

□ 無防除

□ その他

「発病程度・対策」入力画面

実施した対策のカテゴリをチェック、
チェックすると実施内容を記入する
テキストボックスを表示する

発病株率・実施した対策

発病株率：24％

実施した対策・防除技術

入力

「実際の発病程度」入力後の表示

［ＡＩ診断］ボタンをタップすると、
発病程度・対策入力画面に遷移する

実際の発病程度の入力画面 実施した対策の入力画面 実施した対策の入力後の画面

入力



「HeSo＋」の利用

令和4年4月に販売開始
発売元（株）システム計画研究所

販売代理店
HeSoDiM-AI普及推進協議会

https://hesodim.or.jp/hesoplus/

大規模経営農業生産法人様や
土壌病害対策支援事業を始め
たい会社様など

自身の畑の病害管理に活用し
たいと考える生産者様など

公的機関での営農指導や研究
開発に活用したいと考える官
学関係者様など
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HeSo＋ の普及に向けた課題

・ヘソディムを理解し、HeSo＋を使いこなせる人材を増やす



ヘソディム指導員（NPO法人認定）

講習会の詳細は、特定非営利活
動法人圃場診断システム推進機
構ホームページをご覧ください。

https://hesodim.or.jp/news/5th-
recurrent-lesson/

「第13回ヘソディム講習会」
で検索でもOK
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